
の
歴
史
や
文
化
、自
然
の
新
た
な
学
び

の
場
と
し
て
、１
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
あ
つ
ぎ
郷
土
博
物
館
」。市
の
貴
重
な
遺
産
を

後
世
に
伝
え
る
た
め
、
約
20 

年
に
わ
た
り
文

化
財
を
収
集
・
展
示
し
て
き
た「
厚
木
市
郷
土

資
料
館
」に
代
わ
る
市
内
初
の
博
物
館
で
す
。

　

寿
町
か
ら
自
然
豊
か
な
下
川
入
に
移
転
し

た
博
物
館
に
は
、人
形
芝
居
や
里
神
楽
な
ど

の
民
俗
芸
能
が
鑑
賞
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
新

設
。展
示
・
収
蔵
機
能
を
充
実
さ
せ
た
こ
と

で
、こ
れ
ま
で
公
開
で
き
な
か
っ
た
文
化
財
も

展
示
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。化
石
の
模

型
作
り
や
自
然
観
察
会
な
ど
、体
験
型
の
イ
ベ

ン
ト
も
企
画
し
、誰
も
が
楽
し
め
る
施
設
を
目

指
し
ま
す
。今
回
は
、そ
ん
な
あ
つ
ぎ
郷
土
博

物
館
の
魅
力
を
詳
し
く
紹
介
し
ま
す（
４
・
５

面
に
続
く
）。

問
あ
つ
ぎ
郷
土
博
物
館
☎
225-

２
５
１
５
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史
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遺
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伝
え
る
た
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た
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文

化
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収
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展
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き
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厚
木
市
郷
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資
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館
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代
わ
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市
内
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の
博
物
館
で
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。

　

寿
町
か
ら
自
然
豊
か
な
下
川
入
に
移
転
し

た
博
物
館
に
は
、人
形
芝
居
や
里
神
楽
な
ど

の
民
俗
芸
能
が
鑑
賞
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
新

設
。展
示
・
収
蔵
機
能
を
充
実
さ
せ
た
こ
と

で
、こ
れ
ま
で
公
開
で
き
な
か
っ
た
文
化
財
も

展
示
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。化
石
の
模

型
作
り
や
自
然
観
察
会
な
ど
、体
験
型
の
イ
ベ

ン
ト
も
企
画
し
、誰
も
が
楽
し
め
る
施
設
を
目

指
し
ま
す
。今
回
は
、そ
ん
な
あ
つ
ぎ
郷
土
博

物
館
の
魅
力
を
詳
し
く
紹
介
し
ま
す（
４
・
５

面
に
続
く
）。

問
あ
つ
ぎ
郷
土
博
物
館
☎
225-

２
５
１
５
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歴
史
や
文
化
、自
然
の
新
た
な
学
び

の
場
と
し
て
、１
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
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あ
つ
ぎ
郷
土
博
物
館
」。市
の
貴
重
な
遺
産
を

後
世
に
伝
え
る
た
め
、
約
20 

年
に
わ
た
り
文

化
財
を
収
集
・
展
示
し
て
き
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厚
木
市
郷
土

資
料
館
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代
わ
る
市
内
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の
博
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館
で
す
。

　

寿
町
か
ら
自
然
豊
か
な
下
川
入
に
移
転
し

た
博
物
館
に
は
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形
芝
居
や
里
神
楽
な
ど

の
民
俗
芸
能
が
鑑
賞
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
新
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。展
示
・
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蔵
機
能
を
充
実
さ
せ
た
こ
と

で
、こ
れ
ま
で
公
開
で
き
な
か
っ
た
文
化
財
も

展
示
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。化
石
の
模

型
作
り
や
自
然
観
察
会
な
ど
、体
験
型
の
イ
ベ

ン
ト
も
企
画
し
、誰
も
が
楽
し
め
る
施
設
を
目

指
し
ま
す
。今
回
は
、そ
ん
な
あ
つ
ぎ
郷
土
博

物
館
の
魅
力
を
詳
し
く
紹
介
し
ま
す（
４
・
５

面
に
続
く
）。

問
あ
つ
ぎ
郷
土
博
物
館
☎
225-

２
５
１
５

市

厚木市の人口
（1月1日現在） 9万9586世帯（前月比63世帯増）世帯数 22万5247人（前月比61人減）男11万6490人・女10万8757人人　口

　「ピォ、ピィーユ」。か細い鳴き声がし
てイカルチドリが飛んできた。夕暮れ
時のこの地からは、夕焼けに染まった
大山や丹沢の山々が連なり、こんなに
美しい景色があったのかと改めて目
を見張る。イカルチドリは少し暗くなっ
た水辺で水生昆虫を探していたが、
不意に対岸の小砂利の斜面に飛ん

で行った。するとどうだろう、今まで目
で追っていた鳥の姿が急に見えなく
なった。見事な保護色に感心した。
　源養寺の掲示板にあった「学ぶ心
あれば、生きものみな教師」という言
葉を思い出した。イカルチドリは、この
地で素晴らしい景色を見ながら多くを
学び、夏には繁殖することだろう。写真・文／ 吉田文雄

●　イカルチドリ　●
チドリ科

インターネット
モニター募集
インターネット
モニター募集

※あつぎ郷土博物館で、3月10日に吉田文雄さんの花や野鳥、昆虫などの撮影方法が学べる自然観察教室を開催します（詳細は4・5面へ）。

　イカルチドリは、全長 20.5 ㌢と夏鳥のコ
チドリよりも少し大きい留鳥。生物多様性
に配慮した水辺では、鳥、植物、昆虫など
生物の豊かさがうかがえる／下川入、善明
川の水辺で見つけた。

あつぎ郷土博物館
市内初の総合博物館がオープン

《所在地》下川入1366-4
《開館時間》9～17時（受け付けは16時30分まで）
《入館料》無料（特別展示を除く）
《休館日》毎月最終月曜、12月29日～１月3日
《バスでお越しの方》小田急線本厚木駅北口１番
バス乗り場から「あつぎ郷土博物館（旧青年の家）」
行きに乗車、終点下車すぐ。

問広報課☎225-2043

市内在住在勤在学の16歳以上で、Eメール
の送受信とケーブルテレビやインターネッ
トでの動画視聴ができる方
毎月１回のアンケートに、意見や感想など
を回答

　「広報あつぎ」や市広報番組「あつぎ元気Wave」　
に意見を寄せていただくモニターを募集します。
《対象》

《内容》

あ市HPから随時受け付け。

厚木市インターネットモニター詳しくは 検索

問広報課☎225-2040

広報あつぎ　県広報コンクール作品は 検索

◆利用案内◆利用案内

インターネット
モニター　　
岩品 将幸さん
（28・上依知）

　モニターに登録して、広報あ
つぎを毎月読むようになり、市で
どんなことが行われているのか関
心を持つようになりました。回答も、
パソコンやスマートフォンから簡単
にできるので、時間を取りません。
　これからも、一市民として市の
取り組みなどに対する率直な意
見や感想を伝えていきたいです。

自分の意見を
手軽に伝えられる

2/1～CATVで放送

映像部門

「あつぎ元気Wave」
2018年12月16～31日放送

相模人形芝居×JAZZ
伝統を未来につなぐ

最優秀賞

大成功を収めた公演の様子

受賞作品は、市 HP で公開しています。

広報紙部門

「広報あつぎ」
2018年11月1日号

優秀賞
一枚写真部門

「広報あつぎ」
2018年7月1日号

優秀賞

県広報コンクールで
広報番組「あつぎ元気Wave」と
広報紙「広報あつぎ」が入賞
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●

●

及川中原及川中原

荻野新宿荻野新宿
中三田
陸橋上
中三田
陸橋上

金田金田

厚木北
郵便局
厚木北
郵便局

妻田
そりだ
妻田

そりだ

鳶尾東入口鳶尾東入口

才戸才戸

神奈川工科大学神奈川工科大学

63
圏央厚木
インター
入口

圏央厚木
インター
入口

圏央厚木圏央厚木

関口中央関口中央

長坂長坂

●

圏央道

相
模
川

相
模
川

中
津
川

中
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川
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博物館
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で
も
随
時
受
け
ら
れ
ま
す
。
聴
覚
に
障
が
い
の

あ
る
廣
川
泰
生
さ
ん（
52
・
恩
名
）は「
聴
覚
障

が
い
者
は
電
話
が
苦
手
な
の
で
、
通
報
が
必
要

な
時
は
近
く
の
人
に
助
け
て
も
ら
う
こ
と
が
あ

る
。
夜
中
に
体
調
を
崩
し
近
所
に
助
け
を
求

め
た
が
気
付
い
て
も
ら
え
ず
、
命
の
危
険
に
さ

ら
さ
れ
た
知
人
も
い
る
の
で
不
安
だ
っ
た
。

ネ
ッ
ト
１
１
９
は
24
時
間
使
え
て
安
心
。
ぜ
ひ

登
録
し
た
い
」と
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

　　

市
は
、
こ
の
他
に
も
、
必
要
な
支
援
の
内

容
や
緊
急
連
絡
先
が
書
か
れ
た「
ヘ
ル
プ

カ
ー
ド
」や「
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
」を
配
布
す
る

な
ど
、
ス
ム
ー
ズ
に
支
援
を
受
け
る
た
め
の

取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
誰
も
が
安

心
し
て
、
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
が

進
ん
で
い
ま
す
。

問
指
令
課
☎
221-

２
３
３
１（
登
録
は
障
が
い

福
祉
課
☎
225-

２
２
２
１
）

　

急
病
や
火
災
の
際
、
消
防
署
へ
の
情
報
伝

達
は
一
刻
を
争
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
聴
覚

や
発
話
に
障
が
い
が
あ
り
、
電
話
が
難
し
い

方
に
は
、
電
子
メ
ー
ル
や
フ
ァ
ク
ス
を
使
っ

た
通
報
サ
ー
ビ
ス
を
運
用
し
て
い
ま
し
た
。

状
況
を
文
字
で
伝
え
る
通
報
サ
ー
ビ
ス
は
、

通
話
が
不
要
で
あ
る
一
方
、
入
力
な
ど
に
時

間
と
手
間
が
か
か
る
と
い
う
課
題
が
あ
り
ま

し
た
。

　

２
月
か
ら
導
入
し
た
、
新
た
な
通
報
シ
ス

テ
ム
「
Ｎ
Ｅ
Ｔ
１
１
９
」
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
い
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話

の
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
通
報
で
き
ま
す
。

文
字
入
力
を
省
け
る
だ
け
で
な
く
、Ｇ
Ｐ
Ｓ

（
衛
星
利
用
測
位
シ
ス
テ
ム
）で
素
早
く
位

置
情
報
を
伝
達
。
メ
ー
ル
や
フ
ァ
ク
ス
よ
り

も
速
や
か
な
出
動
に
つ
な
げ
ら
れ
ま
す（
左

図
参
照
）。
詳
し
い
病
状
や
火
事
の
状
況
は
、

到
着
す
る
ま
で
の
時
間
に
チ
ャ
ッ
ト（
文
字

会
話
）
形
式
で
消
防
隊
員
が
聞
き
取
り
ま

す
。
メ
ー
ル
に
比
べ
て
、
通
報
か
ら
出
動

ま
で
の
時
間
が
半
分
程
度
に
削
減
で
き
る
見

込
み
で
す
。

　

指
令
課
の
礒
﨑
名
朗（
33
）さ
ん
は「
通
報

者
は
慌
て
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
出
動
場
所

や
け
が
の
状
況
な
ど
の
必
要
な
情
報
を
メ
ー

ル
に
書
き
漏
ら
す
場
合
が
あ
る
。
通
報
と
同

時
に
事
前
に
登
録
し
た
住
所
や
持
病
な
ど
を

素
早
く
把
握
で
き
れ
ば
、
ス
ム
ー
ズ
に
出
動

で
き
る
」と
話
し
ま
す
。　

　

ネ
ッ
ト
１
１
９
の
利
用
に
は
、
障
が
い
福

祉
課
で
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。
聴
覚
や
発

話
に
障
が
い
の
あ
る
方
に
は
、
１
月
に
登
録

説
明
会
を
開
催
。約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

次
回
は
、
秋
ご
ろ
に
開
催
予
定
で
す
。
使
い

方
な
ど
の
説
明
は
、
障
が
い
福
祉
課
の
窓
口

通
報
に
か
か
る
時
間
が
短
縮

利
用
に
は
ま
ず
登
録
を

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

ボタン操作で指令室の消防隊員に素早く情報が伝わる

使用イメージ
GPSで消防署へ情報を送信通報種別を選択

出動場所を選択

い
そ
ざ
き

な　
　
お

や
す　
お

2/1～CATVで放送

知っておこう
障がいに関するマーク

　障がいのある方が支援を受けや
すくなるよう決められたマークです。
　　問障がい福祉課☎225-2221

いざという時支援が必要な
人のために

　地震や風水害などの災害時には、近
くの人同士で協力し合う「共助」が欠
かせません。支援が必要な方への正し
い理解を深め、災害に備えましょう。
　　　　問障がい福祉課☎225-2221

災害時支援の
ポイント
❶　自己紹介をする
…不安にさせないよう、まず
は名乗りましょう。
❷　声掛けして避難誘導
…被害の状況が把握できな
い場合があります。短くゆっく
りと状況を説明しましょう。
❸　普段と同じ表情で接する
…不安や恐怖で混乱する場
合があります。優しく、落ち着
いて接しましょう。
　支援に役立つ冊子「明日へ
繋げよう災害に備えた地域づく
り」を市HPに掲載しています。

普段から顔の見える
関係づくりを
市障がい者基幹相談支援センター
精神保健福祉士
畑山 尚子さん（58）

■ほじょ犬マーク
聴導犬・盲導犬・介助
犬同伴の啓発マーク。
公共施設や交通機関
などに表示

■障がい者のための国際シンボルマーク
全ての障がい者が利用
できる建築物や施設であ
ることを示す世界共通の
マーク

■耳マーク
聞こえが不自由なこと
を表すマーク。ゆっくり
話す、筆談をするなど
の配慮を

■聴覚障がい者標識
聴覚障がいのある方の
運転車両に表示するマ
ーク。掲示車両への幅寄
せなどは禁止されている

はた　やま な お こ

ネ
ッ
ト
１
１
９
で
緊
急
通
報

Zoom Up

２
月
か
ら
新
た
に
ス
タ
ー
ト

　

聴
覚
や
発
話
に
障
が
い
の
あ
る
皆
さ
ん
が
、
救
急
や
火
災
時
に
消
防
署
へ
速
や
か
に
通
報
で
き
る
新
サ
ー
ビ
ス
を

始
め
ま
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
携
帯
電
話
の
簡
単
な
ボ
タ
ン
操
作
で
、
素
早
く
情
報
を
伝
達
で
き
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
電
子
メ
ー
ル
な
ど
に
よ
る
通
報
と
併
せ
て
、
１
１
９
番
通
報
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

2広報あつぎ  

　妊娠初期や内部障
がいなど、配慮や援助
が必要な方が着けま
す。その人に合った支
援をしましょう。

　視覚に障がいのある
方が着けます。避難所
の場所や貼り紙の内容
など、声を掛けて状況を
教えましょう。

　支援に必要なのは、相手の気持ちに寄
り添い、共に歩む姿勢です。そのために
は、普段から本音で話し合える信頼関係
が大切です。支援を受ける方も、自分のこ
とを知ってもらう努力ができるといいです
ね。まずはあいさつなどで、互いに声を掛
け合いましょう。顔の見える関係が、いざと
いう時のスムーズな支援につながります。

ヘルプマーク視覚障がい者 ゼッケン
身に着けている方がいたら…

ネ

ッ

ト



投・開票速報は市HPに掲載します。

　投票所入場券は、2月9日ごろまでに世帯主へ郵送します。封筒に同世帯分
（最多６人）が入っているため、各自氏名を確認して、投票所へお持ちください。
万一届かない場合や紛失した場合でも、投票所で係員に申し出れば投票でき
ます。 

■開票

■投票所入場券

　２月13日の新聞（朝日・神奈川・産経・東京・日経・毎日・読売の朝刊）に折り込
む他、２月12日ごろから公民館などの公共施設、本厚木・愛甲石田駅、郵便局、
農協、スーパーマーケットなど市内約100カ所で配布します（市HPにも掲載）。

■選挙公報

　選挙の当日、仕事や旅行で市外に滞在中、病気や出産で入院中などの場
合は、次の方法で不在者投票ができます。
①市外滞在中の方
　本人が、滞在地から市選挙管理委員会へ投票用紙を請求し、交付を受け
てから滞在地の選挙管理委員会で投票してください。
②指定病院などに入院（入所）中の方
　県選挙管理委員会が指定した病院などに入院（入所）中の方は、病院な
どで投票できます。詳しくは、指定病院などに問い合わせてください。

■不在者投票

　身体に重度障がいがあり次の表に該当する方は、事前に郵便投票証明書
の交付を受ければ自宅などで投票できます。
【手順】
①郵便投票証明書の交付申請＝本人または代理の方が、身体障害者手帳、
戦傷病者手帳、介護保険の被保険者証のいずれかを持ち、選挙管理委員
会で申請書を受け取り、提出（来庁が難しい場合は要相談）
②投票用紙を請求＝１～３日で発行される郵便投票証明書（即日発行不可）
を添えて、2月13日までに選挙管理委員会に申請
③郵便投票＝自宅に郵送で届いた投票用紙に、候補者名を自署し、2月17日
（必着）までに〒243-8511選挙管理委員会に郵送

■郵便による不在者投票

　投票日に用事などで投票所に行けない方は、期日前投票ができます。投票
所入場券の裏面の期日前投票用請求書（兼宣誓書）に必要事項を書き、期
日前投票所にお持ちください。

■期日前投票

　投票所入場券に記載（市ＨＰにも掲載）。当日の投票は、指定された場所で
お願いします。

　投票できるのは、2001年２月18日までに生まれ、選挙人名簿に登録されてい
る方です。

■投票所

日時
場所

２月17日　20時50分～
荻野運動公園体育館サブアリーナ

２月15日
２月14日
２月13日

緑ケ丘公民館
玉川公民館
相川公民館
神奈川工科大学
厚木シティプラザ
南毛利公民館
荻野運動公園
依知北公民館
市役所本庁舎

２月12～14日

期間

区分 投票の可否

10～19時

８時30分～20時
時間 場所

9～20時

9～20時

２月11～16日

市外へ転出

市外から転入

市内で転居

ただし、２月11～17日に転出する方
は投票できる場合あり

2019年２月17日までに
市外に転出した方

2019年1月27日以降に
転居手続きをした方

2019年１月26日までに
転居手続きをした方

2018年11月９日までに
転入手続きをした方

否

可
（旧住所地で）

可
（新住所地で）

障がいなどの区分 障がいなどの程度

身体障害者手帳

可

両下肢・体幹・移動機能 １級または２級

免疫・肝臓 １～３級

心臓・腎臓・呼吸器・直腸・
小腸・ぼうこう １級または３級

戦傷病者手帳

介護保険の被保険者証

両下肢・体幹 特別項症～第２項症

要介護状態区分 要介護５

心臓・腎臓・呼吸器・直腸・
小腸・ぼうこう・肝臓 特別項症～第３項症

　皆さんは、まちの未来を考え
たことがありますか。まちづく
りは、私たち一人一人の声とと
もにあります。誰もが住みよい
まちで在り続けるために、厚木
市長選挙への投票をお願いし
ます。
問選挙管理委員会☎225-2490

２月17日（日）投
票
日

厚木市長選挙
あなたの一票で明るい未来に

７～20時

2月10日告示

2/1～CATVで放送
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特別
企画展

過去から未来へつなぐ　子どもたちの学びや
ホール展菁莪小学校から博物館へ あつぎ郷土博物館体験講座

《会場》あつぎ郷土博物館
《費用》無料

■吉田さん流　自然さつえい術

無料《期間》４月７日まで
《会場》あつぎ郷土博物館　
《時間》９～17時（入場は16時30分まで）
あ当日直接会場へ。あ182628

《日時》３月10日　14～16時　《定員》30人
あ２月26日までにあつぎ郷土博物館へ。抽選。ああ182623

　56年前まで博物館の場所にあった小学校
の歴史や人々の思いを振り返り、未来へつな
ぐ展示会を開催します。

　自然に触れながら市内の歴史や文化を学べる体験講座を開催します。
ぜひ家族や友人と参加してください。　

問あつぎ郷土博物館☎225-2515

　「広報あつぎ」の自然歳時記でおなじみ、吉田文雄さん
から自然を撮影する技術を学ぶ。

■あつぎの文芸～源養寺の俳句～ ■門田さんと七沢石を探検する

《日時》2月10日　     
         14～16時
《定員》30人
あ当日直接会場へ。
先着順。

　曹洞宗・源養寺にある格天井に描かれた俳句を
ひもとき、郷土と寺
の関係を学ぶ。

《日時》3月2日　14～16時　《定員》30人
あ２月18日までにあつぎ郷土博物館へ。抽選。ああ182621

　地学博士から七沢石の特徴や由来などを学ぶ。
■安西さんと野鳥を探して春の兆しを感じよう

《日時》３月9日　14～16時　《定員》40人
あ２月25日までにあつぎ郷土博物館へ。抽選。ああ182622

　日本野鳥の会の会員と野鳥を観察・撮影する。

■ちょっきさんと
　早春の自然を楽しみ歩き

《日時》３月17日　14～16時　《定員》30人
あ２月25日までにあつぎ郷土博物館へ。抽選。ああ182624

　「おおい自然園」の園長から自然観察の技術を学ぶ。

見 て、聞 いて、体 験しよう

1太古の厚木に思いをはせよう

海の中にあった厚木
見て触って学ぶ

を昔の道具を体験

　床面には水の揺らぎを
イメージした映像を投影
し、まるで海中にいるかの
ような空間が楽しめる。当
時の貝やサメの歯などの
化石も展示。

　最大120人を収容できる体
験学習室は真ん中で二つの部
屋に仕切り、異なる講座や講
演を同時に行うことも可能。

　二宮金次郎像が背負っている「ヤセ
ウマ」を実際に持ち上げたり、石の包丁
や器に触れたりできる体験コーナー。
じかに触れて歴史を体験しよう。

ここが面白い！
　厚木のまちが昔は海だったな
んて知らなかった！床に映った光
の揺れがきれいで、本当に海の
中みたい！

まちの歴史や様子を学ぼう

町中の水路を再現

現代に続く厚木のエンターテインメント

間近で学ぶ民俗芸能

　再現された水路は実際に使われ
ていた石も使って作られているん
だって！とてもきれいに撮られた江
戸時代の写真にもびっくり！

ここが面白い！
　ヤセウマが自分の
背丈ほどあって驚い
た！当時の生活の一部
を体験
できて
勉強に
なった。

ここが面白い！
　近くで人形を見たのは
初めて。体の作りや衣装

が細かくて
すごい！

　洗濯や食器洗いなど、江
戸時代に厚木宿の暮らしを
支えた水路を、当時撮影した
写真を活用して実寸大で再
現。町中の雰囲気を体感で
きる。

　相模人形芝居や相模里神楽など、現在もまちに受け継
がれる伝統芸能を紹介。実際に舞台上で使われた人形や
神楽面などを間近で観察しよう。

ここが面白い！

あつぎ郷土博物館検討委員会副委員長
　　　　門田 真人さん（74・三田）

自然と文化の調和のシンボルに

　あつぎ郷土博物館は、厚木市の真ん中を渡
る中津川に近く、木々に囲まれた自然豊かな
場所にあります。博物館を造るに当たって、最
も大切にしたのは「自然と文化の調和」です。
周りにある自然や息づく生き物たちとまちの
調和はもちろん、展示内容も、かつて厚木が海
の中にあったころから現代に至るまでの自然
や生き物の様子、文化の発展が分かるよう、工
夫されています。自分が住むまちにどのような

自然があるのか、自然と共存しながらまちがど
う発展してきたのかを多くの方に知ってもらえ
たらと思います。
　博物館は、歴史や文化を知るためのスタート
でありゴールでもあります。ここで知り、興味
を持ったことを、実際に現地まで足を運び深く
学ぶきっかけにしたり、疑問に思ったことの答
えを博物館で見つけたりする場所になってほ
しいです。

Check1

ここも
   チェック！

基本展示室
の他にも

見どころた
くさん

当時を知り郷土愛を育んで

体験学習室
　展示スペースに特殊なガラ
スを使用し、これまでの資料
館では展示できなかった貴重
な文化財も展示が可能に。

Check3 企画展示室

　白亜紀後期に生息していたトリケ
ラトプスの頭部の化石を展示。間近
でその迫力を体感できる。収蔵庫に
は約200個の化石が保管されている。

Check2 化石展示室

菁莪小学校卒業生
渋谷 嘉平さん（83・下川入）

　「菁我」には「素晴らしい人材を育てる」とい
う意味があります。閉校から50年以上が経ち、かつて私たちが
学んだこの地が、これからの将来を担う子どもたちの新たな
学びの場として受け継がれていくことを、大変うれしく思いま
す。豊かな自然に囲まれた博物館で、まちの歴史や息づく生
物などについて学ぶとともに、特別展で当時の生活の様子を
知り、多くの子どもたちに郷土愛を育んでもらいたいです。

みど
ころ

みど
ころ

みど
ころ

みど
ころ

2 3

4

ゆっくり博物館を見たら
思い切り体を動かそう 下川入菁莪公園

せいが

　博物館の隣に、小さな子どもも楽しめる遊
具がある公園を設置。近くにはベンチもあり、
自然に囲まれた気持ちの良い空間で、大人も
のんびり過ごせる。

市内で採取された
七沢石

げんようじ

かへい

厚木で出土した化石が見られる展示空間からスタート

当時の荷物を運ぶ道具・ヤセウマは1㍍を超える大きさ

近世ブースでは写真と実寸大の水路で当時の町中を再現

人形が飾られている木枠は実際に使われていた舞台の一部

まずは厚木の歴史を年表でおさらい

古墳時代や狩猟時代など
の道具がずらりと並ぶ

軍隊手帳などの戦時中の
貴重な資料も展示

実際に使われている道具などを
液晶パネルで紹介

ニホンジカの角
の大きさも体験

約700万年前の二枚貝の化石などを展示

大解 剖
　１月についにオープンした厚木初の博物館に、市内の小学
生たちが潜入しました！過去から現代に続く厚木の文化・歴史
を展示している、新しい学び場の魅力や見どころを紹介します。

問あつぎ郷土博物館☎225-2515

展示室
企画
展示室

体験学習室
テラス

エントランス
ホール

事務室
化石
展示室

あつぎ郷土博物館未来につなぐ
学び場に

特 集

博物館のメインとなる
展示室のみどころを紹介！

私たちが
潜入しまし

た！
谷津 太都さん
（森の里小5年）

杉田 丸樹さん
（緑ケ丘小6年）

川名 ひかりさん
（依知小6年）

佐藤 珠子さん
（南毛利小5年）

たまこ

たいち
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桜
ま
つ
り

あ
つ
ぎ
飯
山

❶花音頭❷さくら輿

ダンスコンテスト
　咲き始めたサクラの下で、自慢の
ダンスを披露してみませんか。

【日時】　　　　　　　 10～12時
【会場】飯山庫裡橋～飯山白山森林公
　　　園桜の広場（約600㍍）
【対象】❶練習会に参加できる方
　　　　（2回目以降の方を除く）
　　　❷高校生以上の女性20人程度
【謝礼】❷1000円（交通費含む）
あ❶3月22日❷29日までに市観光協
会☎228-1131へ。抽選。
※❶は3月25・27日、4月4日に 小
鮎公民館で練習会を実施。

【日時】
　　　 13時30分～16時30分
【会場】飯山白山森林公園桜の広場
【対象】2～30人程度のチーム25組
【料金】1組2000円
あ市ＨＰにある申込書を、直接または郵
送、ファクス、Ｅメールで2月28日（必着）
までに〒243-8511観光振興課あ223-0174・
あ3850@city.atsugi.kanagawa.jpへ。
抽選。

　昨年、友達と４人でさくら輿に参加し
ました。みこしを担いだ経験はありませ
んでしたが、経験者の方が担ぎ方を教
えながら先導してくれたので、安心して
参加できました。思っていたよりも重た
かったけど、観客の皆さんの声援が温
かく、とても楽しい思い出として残って
います。終わった後に入らせてもらった
温泉も最高でした。今年もまた参加し
たいと思っています。

　
見
頃
を
迎
え
た
サ
ク
ラ
の
下
で
、
祭

り
の
催
し
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。み
こ

し
を
担
い
だ
り
、
ダ
ン
ス
を
披
露
し
た

り
、
厚
木
の
春
を
み
ん
な
で
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

問 

観
光
振
興
課
☎
225-

2
8
2
0

参加者募集

　祭り最終日のパレードでの、踊り
手とみこしの担ぎ手を募集します。

3月30日

4月7日
く　　り

参加者の声
佐藤 瑞樹さん（21）

こし

ピト
　

子
ど
も
た
ち
に
命
を
守
る
方
法
を
伝
え

る
「
い
の
ち
の
教
育
」
を
、
毛
利
台
小
学
校

で
開
催
し
ま
し
た
。
６
年
生
80
人
が
、
心
肺

蘇
生
法
の
体
験
な
ど
を
通
じ
て
命
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
子
ど
も
た
ち
が
マ
ネ
キ
ン
を
使
い
な
が
ら
、
要
救
助
者
の

呼
吸
の
確
認
や
応
援
の
呼
び
方
、
胸
骨
の
圧
迫
方
法
な
ど
を
学
習
。
自

動
体
外
式
除
細
動
器
（
A
E
D
）
の
操
作
体
験
で
は
、
講
師
か
ら
機
器

の
使
い
方
や
パ
ッ
ド
を
貼
る
位
置

な
ど
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

講
師
を
務
め
た
救
急
救
命
士
の

月
ケ
瀬
恭
子
さ
ん
は
「
家
で
心
肺
停

止
に
陥
る
こ
と
も
多
い
。
学
ん
だ
こ

と
を
家
族
に
も
教
え
て
ほ
し
い
」
と

呼
び
掛
け
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は

「
１
日
で
２
０
０
人
も
突
然
心
臓

が
止
ま
っ
て
亡
く
な
っ
て
い
る
と

聞
き
驚
い
た
」
「
今
日
教
わ
っ
た

の
で
、
い
ざ
と
い
う
時
は
心
肺
蘇

生
法
が
で
き
る
と
思
う
」
と
、
真

剣
な
表
情
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ

の
山
﨑
康
晃
選
手
、
石
田
健
大
選

手
、
三
嶋
一
輝
選
手
、
熊
原
健
人

選
手
が
、
厚
木
小
学
校
で
特
別
授

業
を
実
施
し
ま
し
た
。
選
手
た
ち

は
、
子
ど
も
た
ち
の
質
問
に
答
え

た
り
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
た

り
し
て
、
５
・
６
年
生
３
１
６
人

と
交
流
し
ま
し
た
。

　

特
別
授
業
は
、
市
内
で
自
主
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
中
の
選
手
と
交
流
の

あ
る
保
護
者
が
呼
び
掛
け
て
実

現
。
山
﨑
選
手
は
「
夢
を
か
な
え

る
た
め
に
は
、
ど
ん
な
こ
と
も
諦
め
ず
地
道
に
続
け
て
い
く
こ
と
が
大

切
。
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
向
か
っ
て
突
き
進
ん
で
ほ
し
い
」
と
、
児
童
た

ち
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　

６
年
生
の
串
田
朱
音
さ
ん
は
「
活
躍
す
る
選
手
の
体
験
談
を
聞
い

て
、
私
も
頑
張
ろ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ

た
。
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
努
力
し
て
い
き

た
い
」
と
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し
た
。

毛利台小の児童が心肺蘇生法を体験
命の大切さを学ぶ

ベイスターズの選手が厚木小の児童と交流
プロ野球選手が子どもたちに授業

あ
か
ね

つ
き
が
せ

デ
ィ
ー
エ
ヌ
エ
ー

や
ま
さ
き
や
す
あ
き

く
ま
ば
ら
け
ん
と

か
ず
き

け
ん
た

児童の質問に答える山﨑選手

心肺蘇生法を体験する児童たち

6広報あつぎ  



インターネット
モニターからの
意見を紹介

厚木市 インターネットモニター

インターネットモニター募集中

問広報課☎225-2043

検 索

1月1日号「広報あつぎ」を読んで
◆スノーボードの世界ランキング1位の方が厚木出身だと
初めて知った。これから応援したい／30代女性 ◆厚木
出身の皆さんが、各分野で大きな活躍と成果を上げてい
る姿を知れてうれしい／70代男性 ◆市の子育てに関す
るさまざまな取り組みが分かって良かった／40代女性 ◆
共働き子育てしやすい街ランキングで全国第３位になった
ことは誇らしい／ 70代男性 ◆リニューアルした映画館
は、設備も充実したみたいなので楽しみ／20代女性

　あつぎ郷土博物館の建設に当たっ
ては、極力、元々生えていた木を伐

採しないよう配慮したそうです。どうしても切らなくてはならな
い木は、建物の壁などに生かされました。自然に囲まれた博
物館は、自然豊かな厚木だからこそ実現したのだと思います。
新しい博物館が、これからさらに進化していく人々の営みと、
古くから残されている自然とを結びつける、まちの象徴になっ
ていってほしいです／野本

　4月開所予定の施設への入所児
童を募集します。
　《対象》4月1日時点で生後4カ月
（一部施設は生後8週）を経過し、
保護者が①開所時点で月64時間以
上の就労②妊娠・出産③疾病・負
傷または障がいがある④同居または
長期入院している親族の介護⑤就
学など―のいずれかの理由で保育
できない乳幼児（2歳児クラスまで）
《施設》（仮称）関口フェルマータ小
規模保育園（関口）、（仮称）Ty
厚木保育園（恩名）、（仮称）サン
ライズキッズ保育園厚木園（関口）、
（仮称）あつぎエデュー保育園（寿
町）。あ保育課にある申込書を2月1
～ 28日に子どもを連れて、直接、
保育課☎225-2231へ。

　地域で育児の手伝いをする提供
会員を募集します。
　《対象》市内在住で子どもの一
時的な預かりや、保育施設への送
迎などができる方（講習会の受講
が必要）。あ市役所や公民館など
にある申込書に証明写真2枚を添
え、2月28日までに直接、ファミ
リー・サポート・センターへ。3月
6・7日、9時20分～ 17時に講習
会を実施。託児あり（1歳以上10
人。2月20日までに要予約。先着
順）。問ファミリー・サポート・セン
ター☎225-2933。あ382010

ウンロード可）を、直接または郵送
で、3月13日（消印有効）までに
〒243-8588水引1-16-36病院総務
課☎221-1570へ。

　普通救命講習会で応急手当ての
指導を補助する応急手当普及指導
員を募集します。
　《対象》 応急手当指導員または応
急手当普及員の資格を持ち、月1回
程度（1回3時間）指導できる方若
干名《期間》4月1日～ 2020年3月
31日《謝礼》1回2000円。あ消防
本部にある申込書（市HPからダウ
ンロード可）を、2月15日までに直接、
救急救命課☎223-9365へ。書類選
考・面接あり。

　家庭で不用になった品物を販売す
る出店者を募集します。
　《日時》3月24日（雨天中止）、9
時～ 13時30分《会場》厚木中央
公園《販売内容》日用雑貨や衣料
品など（手作り品、食品、動植物
は不可）《対象》市内在住の方130
店舗（高校生以下は不可）《出店
料》500円。あ往復ハガキの往信
面に〒住所、参加者全員の氏名、
電話番号、販売品目、自動車の使
用の有無（1店舗1台まで）・車種・
ナンバー、返信面に返信先を書き、
2月15日（消印有効）までに〒243-
8511環境政策課☎225-2749へ。1
団体1応募まで。抽選。

　特別養護老人ホーム、介護老人
保健施設の設置・運営を希望する
事業所を募集します。詳しくは市
HPに掲載。あ市HPや介護福祉課
にある申請書を3月1～29日に介護
福祉課☎225-2234へ。

駐車場はありません。問療育相談セ
ンター☎225-2252。

　3月6・7日（全2回）、9時20分
～ 17時。あつぎ市民交流プラザ。
市内在住で地域の子育て支援にボ
ランティアとして関わりたい方20人。
無料。託児あり（1歳以上10人。2
月20日までに要予約。先着順）。後日、
保育所実習（半日）を実施。全課
程修了者に認定証を交付。あ2月
28日までに子育て支援センター☎
225-2922へ。抽選。あ182639

　《試験日》3月24日《職種》看護
師《対象》看護師などの養成施設
に在学（4月からの新1年生含む）
し、卒業後、市立病院に勤務する
意思がある学生。あ市立病院や市
役所、本厚木・愛甲石田駅連絡所
にある申込書（市立病院HPからダ

　2月23日、10～15時。アミューあつ
ぎ。約20店舗によるアクセサリーや洋
服、雑貨などの手作り品の販売、ワー
クショップなど。問商業にぎわい課☎
225-2834。

　3月4日、10～ 12時。あつぎ市
民交流プラザ。楽しく健康になれる
体操を学ぶ。市内在住の方30人。
無料。あ2月1日から健康づくり課☎
225-2201へ。先着順。あ182725

　2月22日、10時～ 11時30分。保
健福祉センター。子どもの発達を促
す体を使った遊びがテーマの講義と
親子遊び。市内在住の7カ月～歩き
始め前の子どもと保護者20組。無料。
あ2月4日から健康づくり課☎225-
2597へ。先着順。あ182670

　2月25日、11～ 12時。岡田児童館。
手遊びや親子遊び、発達に関する
講座など。乳幼児と保護者20組。
無料。あ当日直接会場へ。先着順。

あゆコロちゃん体操講座

子育てアドバイザー講習会

小規模保育施設入所者を募集

市立病院奨学生を募集

応急手当普及指導員を募集

一緒に伸ばす赤ちゃんの発達

アミューあつぎハンドメイド
＆クラフトマルシェ

あそぼう！まなぼう！
まめの木タイム

ファミリー・サポート・
センター提供会員を募集

市民ふれあいマーケット
の出店者を募集

高齢者福祉施設などの
事業者を募集

ティーワイ

【日時】

【会場】

問あつぎ郷土博物館☎225-2515

　3月3日のひな祭りに合わせて、歴史ある
古民家で、日本の伝統と春の訪れを感じてみ
ませんか。

古民家岸邸の雛まつり
ひな

ひな人形がお出迎え

問公園緑地課☎225-2412

　美しい花に彩られたステージでパフォーマンス
をする出演団体と、緑化や環境に関する日頃の
活動をＰＲする出店者を募集します。

緑のまつり
ステージ出演団体＆出店者募集
第45回 厚木市

5月 11・12日 10～16時日時 厚木中央公園会場
色鮮やかな花が会場を彩る

人形の多くは地域の方からの寄贈

あでやかなひな人形が部屋全体に飾られる

コーラス、ダンス、演奏など
3人以上の団体

緑化・環境に関する活動のＰ
Ｒや体験など
市内または近隣市にある企
業や学校など

■「花と緑のステージ」出演団体募集

◆出店者募集

《内容》
《対象》
《出演時間》1団体10分以内

《内容》

《対象》

　3月2・3日、10～14時。抹茶サービ
スあり。無料。あ当日直接会場へ。

あ公園緑地課や公民館にある
申込書（市HPからダウンロード
可）を直接または郵送、ファクス、
Ｅメールで３月１日（必着）まで
に〒243-8511公 園 緑 地 課 あ
225-3027・あ4800@city.atsugi.
kanagawa.jpへ。■抽選◆書類
選考あり。

入場無料

2 月 14日～3月10日

■昔あそび・民話のおはなし会
古民家岸邸
10～15時（月・火曜は休館）

　　　　　　　　　　（　印の番
号で、ウェブ上から詳しい情報を確
認できます。「 あ」と記されたも
のは、申し込みもできます）
市役所への郵便物は「〒243-8511
◯◯課」で届きます。
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